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数
い
る
。
ま
た
、
生
活
保
護
の
申
請

を
し
よ
う
と
し
て
も
、
福
祉
事
務
所

が
申
請
を
さ
せ
な
い
と
い
う
違
法
行

為
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
生
活
保
護
を
受
け
る
べ
き

世
帯
の
う
ち
、
実
際
に
保
護
を
受
け

て
い
る
世
帯
の
割
合
は
、
15
〜
18
％

ほ
ど
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
生
活
保
護
が
十
分
に
利

用
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
第
１

十
分
位
の
世
帯
と
生
活
保
護
世
帯
を

比
較
す
る
と
、
生
活
保
護
基
準
以
下

の
生
活
水
準
に
合
わ
せ
る
こ
と
と
な

り
、
生
活
保
護
基
準
を
際
限
な
く
引

き
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。
第
１
十
分

位
を
比
較
す
る
こ
と
で
は
、
生
活
保

護
の
基
準
は
判
断
で
き
な
い
の
で
あ

る
。ス

ク
ー
プ
で
発
覚

　

問
題
点
の
二
つ
目
は
、
専
門
家
の

意
見
を
無
視
し
た
点
で
あ
る
。
ゆ
が

み
調
整
の
具
体
的
な
方
法
は
、
専
門

家
に
よ
る
複
雑
な
数
式
に
依
拠
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
生
活
保

護
基
準
が
上
が
る
世
帯
も
あ
れ
ば
下

が
る
世
帯
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

厚
労
省
は
、
こ
の
計
算
過
程
を
改
変

し
た
。
計
算
過
程
で
得
ら
れ
た
数
字

を
２
分
の
１
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
生
活
保
護
費
が
増
額
さ
れ

る
は
ず
で
あ
っ
た
世
帯
も
保
護
費
の

増
額
幅
が
減
ら
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
厚
労
省
は
、
こ
う
し
た

操
作
を
す
る
に
あ
た
り
、
専
門
家
に

何
の
意
見
聴
取
も
し
な
か
っ
た
。
し

か
も
、
こ
う
し
た
数
字
の
操
作
を
し

た
こ
と
自
体
を
公
表
し
な
か
っ
た
。

後
日
、
北
海
道
新
聞
の
ス
ク
ー
プ
報

道
で
、
よ
う
や
く
発
覚
し
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
ゆ
が
み
調
整
」

を
理
由
と
す
る
生
活
保
護
の
引
き
下

げ
は
、
専
門
家
の
意
見
を
無
視
し
、

恣
意
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

違
法
・
違
憲
で
あ
る
。 

（
つ
づ
く
）

 

（
弁
護
士
・
和
田
信
也
）

ゆ
が
み
調
整
の
裏

　

厚
労
大
臣
は
、
生
活
保
護
基
準
の

引
き
下
げ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

「
ゆ
が
み
調
整
」
を
挙
げ
る
。
生
活

保
護
基
準
と
低
所
得
者
の
消
費
水
準

を
比
べ
た
と
こ
ろ
、
前
者
が
後
者
よ

り
高
い
た
め
、
低
所
得
者
に
合
わ
せ

て
保
護
基
準
を
減
額
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
の

裏
に
は
、
二
つ
の
問
題
が
隠
さ
れ
て

い
た
。

　

問
題
点
の
一
つ
目
は
、
生
活
保
護

世
帯
と
「
第
１
十
分
位
」
の
世
帯
を

比
較
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。「
第

１
十
分
位
」
と
は
、
世
帯
を
所
得
順

に
並
べ
た
と
き
の
、
下
位
10
％
の
世

帯
を
意
味
す
る
。
２
０
０
８
年
の
総

務
省
統
計
局
の
統
計
に
よ
る
と
、
下

位
10
％
は
、
年
間
収
入
１
９
０
万
円

以
下
の
世
帯
で
あ
る
。

　

こ
の
低
所
得
世
帯
と
比
較
す
る
こ

と
が
問
題
に
な
る
理
由
は
、
日
本
で

は
、
生
活
保
護
制
度
が
十
分
に
利
用

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　

生
活
保
護
基
準
以
下
の
生
活
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
活
保
護
は
恥

で
あ
る
、
世
間
か
ら
白
い
目
で
見
ら

れ
る
等
の
偏
見
を
恐
れ
て
あ
え
て
生

活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人
々
が
多

数字操作し基準引き下げ

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
６

第53回定期総会

会員と
ともに　

臨
床
・
学
術
部

歯
周
病
を
放
置
す
る
と
心
筋

梗
塞
に
な
る
／
フ
ラ
イ
デ
ー

（
３
月
10
・
17
日
合
併
号
）

　
「
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ヘ
ル
ス
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
、「
35
歳
以

上
の
８
割
が
罹
患
す
る
国
民

病
」と
し
て
、歯
周
病
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
。
歯
周
病
菌

が
心
筋
梗
塞
な
ど
の
原
因
と

な
る
こ
と
に
言
及
。「
静
か
に

身
体
を
蝕
む〝
殺
し
屋
〞か
ら

身
を
守
る
た
め
」に
、デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
の
使
用
や
、
良
く

噛
ん
で
食
べ
て
唾
液
の
分
泌

を
促
す
よ
う
勧
め
て
い
る
。

歯科歯科
拾拾拾 読読読いいい みみみ

領
域
で
あ
る
と
紹
介
。「
痛

み
」
の
評
価
法
と
し
て
は
、

部
位
、
性
状
、
強
さ
、
持
続

時
間
、
頻
度
に
つ
い
て
の
問

診
が
特
に
重
要
に
な
る
と
し

た
上
で
、
非
歯
原
性
歯
痛
の

分
類
に
よ
る
、
筋
・
筋
膜
性

歯
痛
や
神
経
血
管
性
歯
痛
、

心
臓
性
歯
痛
（
狭
心
症
、
心

筋
梗
塞
）
等
の
〝
歯
痛
〞
の

特
徴
や
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
、

臨
床
の
一
般
的
経
過
を
解
説

る
カ
ル
テ
を
心
が
け
て
欲
し

い
と
呼
び
か
け
た
。

　

安
積
中
氏
（
理
事
・
社
保

研
究
部
員
）
は
、『
カ
ル
テ

記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対

策
テ
キ
ス
ト
』
を
使
い
、
カ

ル
テ
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
は

必
須
、
主
訴
は
患
者
の
言
葉

で
、
所
見
は
必
ず
、
必
要
な

場
合
は
図
を
記
載
す
る
な

ど
、ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
た
。

　

新
規
開
業
医
講
習
会
・
新

規
個
別
指
導
対
策
編
を
２
月

18
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

い
た
。
小
山
賢
一
氏
（
社
保

研
究
部
員
）
が
、『
新
規
個

別
指
導
対
策
編
』
テ
キ
ス
ト

を
使
い
、
指
導
の
し
く
み
・

準
備
し
て
お
く
こ
と
・
心
構

え
か
ら
、
カ
ル
テ
記
載
の
注

意
点
、
再
審
査
請
求
・
返
戻

依
頼
書
を
説
明
、
顔
が
見
え

し
た
。

　

当
日
は
、
精
神
疾
患
（
う

つ
病
）
に
よ
る
歯
痛
へ
の
対

応
の
な
か
で
、
関
西
の
協
力

医
も
紹
介
し
て
も
ら
い
、
充

実
し
た
講
習
会
と
な
っ
た
。

　

安
積
氏
は
最
後
に
、
新
規

個
別
指
導
を
受
験
勉
強
に
例

え
、
開
業
し
た
ら
『
指
導
対

策
テ
キ
ス
ト
』
を
し
っ
か
り

読
ん
で
、
３
〜
４
カ
月
前
に

は
『
新
規
個
別
指
導
対
策

編
』
テ
キ
ス
ト
を
、
１
〜
２

カ
月
前
は
過
去
問
と
い
え
る

『
個
別
指
導
（
歯
科
）
に
お

け
る
主
な
指
摘
事
項
』
で
万

全
な
対
策
を
と
呼
び
か
け

た
。
適
正
な
カ
ル
テ
記
載
方

法
を
早
く
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

重
要
だ
と
強
調
し
た
。

　

当
日
は
、
新
規
個
別
対
象

者
だ
け
で
な
く
、
個
別
指
導

に
備
え
た
歯
科
医
師
ら
40
人

が
参
加
し
た
。

　

臨
床
・
学
術
部
は
２
月
19

日
、
生
涯
研
修
「
原
因
不
明

の
歯
痛
・
顔
面
痛
を
ど
う
診

断
す
る
か
〜
レ
ン
ト
ゲ
ン
で

異
常
が
な
い
の
に
な
ぜ
歯
に

痛
み
を
訴
え
る
の
か
？
」
を

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

井
川
雅
子
氏
（
静
岡
市
立
清

水
病
院
口
腔
外
科
非
常
勤
歯

科
医
師
）
を
講
師
に
１
２
５

人
が
参
加
し
た
。

　

講
演
で
は
、
口
腔
顔
面
痛

が
、
Ｔ
Ｍ
Ｄ
を
そ
の
他
の
疾

患
か
ら
鑑
別
す
る
必
要
性
か

ら
生
ま
れ
た
歯
科
の
新
し
い

　

臨
床
・
学
術
部
は
、「
保

険
で
よ
い
歯
科
医
療
」
を
テ

ー
マ
に
、
明
日
か
ら
の
日
常

診
療
に
活
か
せ
る
内
容
を
中

心
と
し
た
講
習
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
機
関
紙
『
大

阪
歯
科
保
険
医
新
聞
』
で
講

習
会
の
内
容
を
発
信
し
て
い

る
。
ま
た
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
歯
科
衛
生
士
向
け
の
実
習

講
座
を
開
催
し
、
ス
タ
ッ
フ

れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
内
容

を
企
画
し
た
講
習
会
を
開
催

し
て
い
る
。
近
年
は
毎
回
１

０
０
人
を
超
え
る
会
員
が
参

加
す
る
な
ど
好
評
だ
。
併
せ

て
、
機
関
紙
に
は
「
研
究
講

座
」
を
月
１
回
掲
載
し
、
生

涯
研
修
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
会
員
に
講
習
会
内
容
を
紙

面
で
知
ら
せ
て
い
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
向
け
に
は
、
ス

キ
ル
向
上
を
目
的
と
し
た
実

習
講
座
を
中
心
に
取
り
組

む
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め

の
バ
キ
ュ
ー
ム
実
習
は
年
２

回
開
催
し
て
お
り
、
我
流
に

陥
ら
な
い
た
め
の
基
本
技
術

が
学
べ
る
実
習
に
取
り
組
ん

向
け
書
籍
『
デ
ン
タ
ル

ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯

科
保
険
診
療
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
を
編
集
し
て
い

る
。

　

講
習
会
は
生
涯
研
修

講
座
を
毎
月
開
催
し
、

幅
広
い
テ
ー
マ
の
企
画

を
取
り
上
げ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
新
し
い
技

術
な
ど
が
保
険
適
用
さ

で
い
る
。
歯
科
衛
生
士
向
け

に
は
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
年
２
回
開
催
し
て
い

る
。

　

窓
口
業
務
を
担
う
新
人
の

受
付
、
助
手
を
対
象
に
毎
年

５
月
、
新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合

講
座
を
開
催
し
、
保
険
請
求

の
流
れ
、
診
療
補
助
に
必
要

な
歯
科
医
療
の
基
礎
知
識
を

学
ん
で
い
る
。
そ
の
基
礎
知

識
を
解
説
し
た
『
デ
ン
タ
ル

ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の

編
集
作
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

今
年
は
「
日
常
診
療
経
験

交
流
会
」
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
日
々
の
診
療
で
得

た
経
験
や
工
夫
を
交
流
す
る

た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
多
く
の

会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
。

２月度生涯研修講座

新規指導対策

痛みの評価は問診が重要
原因不明の歯痛テーマに講演

診
療
に
活
か
す
講
習
会
好
評

〝
顔
〞見
え
る
カ
ル
テ
を

記
載
上
の
注
意
点
を
解
説

900人を超える当事者が基準引き下げの
撤回を求め裁判をたたかっている　 　

毎回100人を超す参加がある
生涯研修講座 　　　　　　

問診のポイントを話す　
井川雅子氏＝２月19日、
Ｍ＆Ｄホール 　　　　　


